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�①８月２日～12日②14日～23日③25日
～31日（９時～17時※最終日は15時まで）
�①おのみどり・てづくり絵本展+みち
くらゆきこ・猫写真展②Pure Happy Art 
by Gallery Youko　心とからだにやさし
い仲間たち③西本佳子写真展　�＆�あ
しや喜楽苑（�34-9287）
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�①８月２日（土）13時～16時30分②９
日・ 23日（土）10時～12時　�図書館　�
ヨッシーくらぶ・守上（�23-6854）

�������	�
�８月３日（日）８時30分～　�阪急芦屋
川駅北広場→城山→岩梯子→荒地山→風
吹岩→高座の滝　�400円（交通費別途）
�弁当・水筒・雨具等　�＆�芦屋登山
会・田中（�31-2626※20時～22時）

�������	
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�８月６日・27日・10時～　�＆�ワーク
ホームつつじ・福田（�22-7044）

��������������
�①８月６日（水）13時30分～②12日・26日
(火)乳幼児15時～15時45分、小学生16時
～16時45分③23日（土）10時～　�①科学
で遊ぼう（ストローを使って、音を出して
みよう）②絵本の読み聞かせ③男性料理
教室　�①小学生30人（低学年は保護者同
伴）②乳幼児・小学生と保護者③10人　
�③500円　�＆�西蔵集会所（�32-0764）

��������	
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�８月６日（水）17時45分～19時15分　�
ラ・モール芦屋１階ロビー　�ハワイア
ンの夕べ～モンテベロ市学生親善使節と
楽しむ～　�国際交流協会（�34-6340）

��������������
�①８月８日（金）②22日（金）10時～12時
�①籠作り（アンデルセン）②歌声喫茶　
�各20人　�各150円（①のみ材料費100
円程度別）　�今村（�34-2364）

��������	�
�８月９日（土）10時～15時　�はまゆう・
ライラック作業所によるさをり織り製品
のバザー　�＆�芦屋メンタルサポート
センター（�38-2562）

�������	
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�８月10日（日）11時～　�男の作る昼飯
教室　�６人　�400円　�＆�潮見集
会所（�32-4359）

���������	
�
�８月12日・19日・26日（火）10時～11時30
分　�図書館　�０歳～未就園児と保護
者　�親と子友達づくり　�バルーン・
津田（�32-2610）

�������	
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�８月23日（土）９時30分～11時　�福祉
会館　�男性60歳・女性55歳以上の独身
のかた　�杉本（�22-6333）

�������	
��
�８月23日（土）14時～16時　�市民セン
ター 214室　�10人　�500円　�エプ
ロン・タオル等　�＆�あしやエコクラ
ブ・岩野（�/FAX23-1350）

��������	
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�＆�①８月23日（土）19時～20時②30日
（土）13時30分～15時③毎週（月・水・木・金）
13時30分～15時④毎週金曜日（幼稚園14
時～15時・小学生15時～16時）　�①木星
観察②英語劇「ムツとわたし」③パソコン
教室（初歩～上級）④硬筆（かき方）クラブ
�③400円④500円　�④鉛筆・消しゴ
ム　�＆�浜風の家（�35-5700）
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�８月23日（土）15時～21時※雨天時は翌
日（24日）　�大桝公園　�縁日、お菓子
のプレゼント（子どものみ先着250人）　
�芦屋中央地区盆おどり大会実行委員
会・北村（�22-1382）

�������		
��
�８月28日（木）８時20分～17時20分（集
合７時50分ＪＲ芦屋駅南側）　�関西電
力大河内発電所見学・電気工作教室　�
芦屋市・西宮市の小学生（親同伴不可）40
人　� 500円　�はがきに住所・氏名・学
年・電話番号を記入し８月７日（木）＜必
着＞で右記へ　�関西電力阪神営業所地
域共生グループ（�06-7509-0104 〒660-
8558 尼崎市西長洲町2-33-60）
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�８月28日（木） 10時30分～12時30分　
�セミナールームCareer BAL　�働きた
い育児期女性の悩み、不安等。個別相談
（後日１回あり）　�６人　�1,000円　
�＆�さんぴいす（�22-8896）

�������	
��������
�９月２日・９日・30日10時～11時40分　
�体育館・青少年センター　�ストレッ
チ・軽い体操　�55歳以上の女性　�当
日会場へ　�中谷（�34-6786）

�������	
��
�８月～平成21年１月、月２回（日）　�
小・中学生（初心者歓迎）　�20日（水）ま
でに往復はがきに氏名・住所・学年・電話
番号を記入し右記へ　�芦屋囲碁協会・
河副（�23-5112 〒659-0033高浜町3-1-343）

����������	��
�９月13日13時～14日13時（24時間）　�
総合公園　�がん患者、家族、遺族、医療
者、市民が気持ちをひとつにするがん患
者支援チャリティーイベント　�専用の
用紙に記入し、ファクスかホームページ
（http://ashiya.rfl-jp.net/）で下記へ　�リ
レー・フォー・ライフ関西実行委員会事務
局（�/FAX57-0007）
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����①８月２日（土）・３日（日）午前10時～11時/午後１時～２時②９日（土）午後
１時～３時15分③23日（土）午後１時～３時30分　���　①本館②剣道場・柔道場
③研究棟他　���　①公開講座「高校生にもわかる経営学」（午前・午後２講座）②
武道「カポエイラ・空手・柔道・日本拳法」③理科教室（７講座）　���　①高校生②
小・中学生20人③小・中学生８～35人　�����　①直接会場へ②③芦屋大学サイ
ト（http://www.ashiya-u.ac.jp/）から
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�����
���　９月30日～平成21年３月11日（水曜日中心）午後６時30分～８時30分　��
�　①入学式・史学②雑学③酒学④科学⑤家政学⑥栄養学⑦卒業式・神学（１回のみ
の参加は不可）　���　60人　���　全７回分・12,000円（ペア22,000円）　��
���　８月22日（金）〈必着〉までに、往復はがき（１枚に２人まで）で、参加希望者全
員の住所、氏名、年齢（20歳以上）、電話番号を記入し灘五郷酒造組合・城崎（�078-
841-1101 〒658-0046 御影本町6-1-9）、またはＥメールで東灘区役所まちづくり支援
課・岩見（h-sienka@office.city.kobe.jp）へ
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「
山
芦
屋
町
で
と
て
つ
も
な
く
大
き
そ
う

な
石
室
古
墳
が
工
事
で
出
て
き
た
の
で
、現

場
に
急
行
す
る
よ
う
に
」。

　

い
つ
も
落
ち
着
い
て
お
話
さ
れ
る
武
藤
誠

氏
か
ら
の
急
報
で
、昭
和
四
十
六
年
十
二
月
、

個
人
住
宅
の
建
設
現
場
に
赴
き
ま
し
た
。故
・

武
藤
氏（
関
西
学
院
大
学
教
授
）は
、当
時
、

「
新
修
芦
屋
市
史
」の
編
纂
委
員
長
で
あ
り
、

氏
の
指
導
の
下
で
、『
考
古
篇
』の
作
成
作
業

が
終
了
し
た
矢
先
の
出
来
事
で
し
た
。

　

こ
の
発
見
に
対
処
す
る
試
掘
を
行
う
と
、

度
肝
を
抜
か
れ
る
巨
石（
幅
三
・
二
ｍ
）を
奥

壁
と
し
た
大
型
の
横
穴
式
石
室
で
、一
日
の

確
認
で
、こ
の
付
近
で
は
全
く
出
土
例
の
な

い
三
輪
玉
や 
棗
玉 
が
発
見
さ
れ
、と
て
つ
も

�
�
�
�
�

な
い
大
き
さ
に
び
っ
く
り
し
た
だ
け
で
は
な

く
、副
葬
品
も
大
変
豪
華
な
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

翌
昭
和
四
十
七
年
三
月
、土
曜
日
曜
返
上

で
発
掘
調
査
を
開
始
し
、新
発
見
の
こ
の
古

墳
を「
山
芦
屋
古
墳
」と
呼
ん
で
緊
急
調
査
を

進
め
ま
し
た
。市
の
担
当
者
に
加
え
、勇
正

広
・
藤
岡
弘
両
氏（
新
修
芦
屋
市
史
、古
墳
時

代
執
筆
委
員
）も
担
当
し
、大
学
院
生
の
坂
井

秀
弥
氏（
現
在　

文
化
庁
）を
部
長
と
す
る
関

西
学
院
大
学
考
古
学
研
究
会
学
生
に
も
参
加

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
古
墳
は
城
山
の
山
麓
、標
高
八

十
六
ｍ
の 
緩
傾
斜
地 
に
立
地
し
、城
山

�
�
�
�
�
�
�

群
集
墳
を
構
成
す
る
と
と
も
に
最
も

グ
レ
ー
ド
の
高
い 
盟
主
墳 
に
な
り
ま

�
�
�
�
�
�

す
。直
径
二
十
五
ｍ
の
円
墳
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、本
来
の
墳
形
は
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

玄
室
は
正
方
形
に
近
く
、長
さ
三
・

六
ｍ
を
測
り
、そ
れ
に
五
・
九
五
ｍ
の

長
い 
羨
道 
が
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、さ
ら
に

�
�
�
�

道
路
の
下
へ
と
、ま
だ
ま
だ
続
く
よ
う
で
す
。

　

こ
の
古
墳
の
副
葬
品
の
数
々
に
つ
い
て
は
、

次
号
に
ま
と
め
て
紹
介
し
ま
す
が
、三
十
一

年
前
に
な
っ
た
県
下
最
大
級
の
巨
石
古
墳
の

秘
蔵
発
掘
調
査
記
録
に
は
、山
本
徹
男
氏
が

撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
八
ミ
リ
フ
イ
ル
ム（
約

四
十
五
分
）が
あ
り
、こ
の
秋
初
め
て
市
民
の

皆
さ
ん
に
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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